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梅の開花情報 や春一 番の便りが届 き、い よいよ本格的 な春の 訪れです。  

現在会員登録数 4,238 人さま。次号は３ 月 21 日発行の予定 で す／  
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【１】お知ら せ  
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●  子ども向け検索 サ イト 「本の海 大冒険 」をリニュー アル公 開  

子 ど も が 楽 し み な が ら 本 を 探 す こ と が で き る 検 索 サ イ ト 「 本 の 海 大 冒 険 」 を

リニューアル し、公 開しました 。「 YouTube 版  本の海大冒険」 ともリンクし 、 

「作家さんの とびら」や「キャラク ターのと びら」もバー ジョンア ップしてい

ます。子どもの本に 関 わる大人の方 にもお すすめです。ぜひご 利 用ください。  

◆ウェブサイ ト「本 の海大冒険」  https://kids.iiclo.jp/ 

※詳細は→  http://www.iiclo.or.jp/08_reading/index.html  

 

●「日産  童話と絵 本 のグランプリ 」 40 周年記念フォー ラム  

「 童 話 を 語 る ・ 絵 本 を 描 く  － 童 話 ・ 絵 本 の つ く り 手 を 目 指 す み な さ ん へ － 」 

第 40 回「日産  童話と絵本のグラ ンプリ 」表彰式を一 般公開 します。表彰 式

の中で、本グ ランプ リ審査員によ る、 40 周年記念フォ ーラム を開催します 。  

日  時：３月９日（ 土 ）  13： 30～ 15： 30 

会  場：大阪府立中 央 図書館  ライティホ ー ル  

講  師：黒井健（絵 本 画家）、高 畠純（絵 本 作家）、  

富安陽子（童 話作家 ）、吉橋通夫（ 児童文 学作家）  

進  行：宮川健郎（ IICLO 理事長、児童文学 研究者）  

定  員： 70 人（申込先 着順）  対  象：中学 生以上  参加 費：無  料  

主  催：大阪国際児 童 文学振興財団  

協  賛：日産自動車 株 式会社  

お申込み、詳 細は  ↓ ↓  

http://www.iiclo.or.jp/07_com -con/02_nissan/index.html#40forum  

 

https://kids.iiclo.jp/
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●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ます。寄付金は、当 財 団が行う講座・講 演会 など、さまざまな 事業 経費に充て

させていただ きます 。ぜひ、ご協 力いた だきますよう お願い します。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html  

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701/  

 

●  YouTube「大阪国 際児童文学振 興財団  公式チャンネ ル  IICLO」  

https://www.youtube.com/@iiclo1196  

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html  

 

●  当財団公式Ｘ（ Twitter）  →  https://twitter.com/IICLO_News  
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【２】コラム  
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*****************************************************************  

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Hana's Talk 

*****************************************************************  

『姫とホモソ ーシャ ル ：半信半疑 のフェ ミニズム映画 批評』  鷲谷花 /著  

青土社  2022年 11月  対象年齢： 大人  

 

＊今回のゲス トは映 画研究者で当 財団特 別専門員の鷲 谷花 （ Ｈ）さんです 。  

 

概 要 ： 従 来 論 じ ら れ て き た フ ェ ミ ニ ズ ム 批 評 や 女 性 論 を 一 度 疑 っ て み る と こ

ろから、映画を 分析し 、評論した映画 論集。『マッドマック ス  怒 りのデス・

ロード』、「バー フバリ 」シリーズで、家 父長 制を問い、黒澤 明の『 羅生門』、

『 隠 し 砦 の 三 悪 人 』 で 女 性 像 を 考 察 し 、 内 田 吐 夢 の 作 品 で 高 倉 健 と 淡 島 千

景 の 描 か れ 方 を 内 田 の 戦 争 体 験 と 重 ね て 読 み 解 き 、 ク エ ン テ ィ ン ・ タ ラ ン

テ ィ ー ノ を 含 む ホ ラ ー 映 画 の 中 の 女 性 の 描 か れ 方 を 検 証 し 、 ア ニ メ ー シ ョ

ン 映 画 『 太 陽 の 王 子  ホ ル ス の 大 冒 険 』 と 戦 後 日 本 人 形 劇 史 と の か か わ り 、

『風の谷のナ ウシカ』と『ハウルの動く 城』におけるナウ シカ像、ハウル像

を分析してい る。本 書により 2023 年 12 月にサントリ ー学芸 賞を受賞 。  

 

Ｙ：昨年 の 12 月になり ますが、サ ントリー 学 芸賞受賞おめ でとう ございます。

https://www.suntory.co.jp/sfnd/prize_ssah/detail/202304.html  

今回はそれを 記念し て、『姫 とホモソ ーシ ャル』につい て著者の 鷲谷さんに

お話をうかが いたい と思います。  

 この本を書 かれた 動機をお教え くださ い。  

Ｈ：青土社 の『ユリ イ カ』及び『現代思想 』の依頼を受け て書い た映画論の原

稿 が か な り 溜 ま っ て い た こ と か ら 、 青 土 社 の 編 集 者 の 方 か ら 単 著 出 版 の お

話 を い た だ き ま し た 。 ち ょ う ど 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 症 の 流 行 に よ る 自

宅 待 機 を 余 儀 な く さ れ 、 新 規 に リ サ ー チ し て 研 究 を 進 め る こ と が 難 し か っ

た こ と も あ り 、 こ の 機 会 に 過 去 の 原 稿 を ま と め る べ き か と 思 い 、 関 心 領 域

http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html
https://syncable.biz/associate/19800701/
https://www.youtube.com/@iiclo1196
http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html
https://twitter.com/IICLO_News


のひとつであ るフェ ミニズム映画 批評に 関連する内容 の原稿 を 10 本選び、

２本１組の５ 部構成 になるように 加筆し て解題をつけ 、書籍 化しました。  

Ｙ：分析が鮮 やかで、文章に勢いが あり、と ても興味深く 読ませ ていただきま

した。児童文化に かか わる章は、第５部「 ア ニメキャラ破 格の魅 力」です。  

Ｈ：第９章「美しい 悪魔の妹たち ――『 太陽の王子  ホルスの 大冒険』にみる

戦後日本人形 劇史と アニメーショ ン史の 交錯」は、元は『ユリ イカ』の高畑

勲 特 集 号 に 依 頼 を 受 け て 執 筆 し た 原 稿 で す 。 執 筆 時 に は 大 阪 府 立 中 央 図 書

館 国 際 児 童 文 学 館 所 蔵 の 人 形 劇 団 ・ 人 形 座 の 資 料 も 閲 覧 さ せ て い た だ き 、

お 世 話 に な り ま し た 。 元 人 形 座 の 石 井 マ リ 子 さ ん に も 聞 き 取 り 調 査 に ご 協

力 い た だ い た の で す が 、 書 籍 化 さ れ た 際 に も 喜 ん で い た だ き 、 こ ち ら と し

ても大変嬉し かった です。第 10 章「孤高 のナウシカ、 ポンコ ツのハウル 」

は、元は講談社 の『現 代ビジネス』ｗ ｅｂ版 の依頼で書い た原稿 ２本をまと

めたもので、本来「 描 かれた絵」である はず のアニメのキ ャラが、実在する

人 間 以 上 に 、 気 に な る 、 魅 力 的 な 存 在 と し て 生 き て い る と 感 じ ら れ る と い

うのはどうい うこと か、自分なり に考察 してみました 。  

Ｙ ： 二 つ の 異 な る 観 点 か ら の ア プ ロ ー チ で し た が 、 第 ９ 章 は 周 辺 領 域 を 見 渡

しながら歴史 をたど ることの重要 性を、第 10 章は、鷲谷 さん の幅広い映画

の知識からの 人物像 の分析のおも しろさ を感じました 。  

  鷲 谷 さ ん は 映 画 を 研 究 さ れ て い ま す が 、 児 童 文 学 、 児 童 文 化 と の 接 点 は

どんなところ ですか 。  

Ｈ：映画それ自体が 、19 世紀末に商用 化さ れた時点から 、「 児童 文化」の重要

な 一 領 域 だ っ た と 考 え て い ま す 。 最 初 か ら 子 ど も た ち は 映 画 に 強 く 惹 き つ

けられ、一方、教育 や 宗教の関係者、警 察や 中央官庁の役 人は、映 画の悪影

響を警戒して 子ども に映画を見せ まいと し、あるいは「 ために なる」映画を

子 ど も に 見 せ て 教 育 し よ う と 努 め て き ま し た 。 国 家 や 産 業 内 の 映 画 規 制 ・

検 閲 シ ス テ ム は 、 多 分 に 子 ど も の 観 客 を 意 識 し て 作 ら れ 、 そ れ が 各 国 の 映

画 の あ り か た に 大 き な 影 響 を 及 ぼ し て き ま し た 。 昔 か ら そ う い っ た 歴 史 に

関 心 を も っ て 研 究 を 進 め て き ま し た 。 ま た 、 映 画 は た い て い は 集 団 作 業 で

製 作 さ れ る も の で す の で 、 そ こ に 児 童 文 学 、 児 童 文 化 に 関 わ る 人 材 が 参 加

する機会も多 く、児童 文学・文化の仕 事をす る人が映画の 仕事も する、ある

いは映画の仕 事をす る人が児童文 学・文化 の仕事をする、と いっ た流動性・

融通性にも興 味があ ります。  

Ｙ：これから どんな研 究を考えてい らっし ゃいますか。児童文学 、児童文化と

の接点として はどう ですか。  

Ｈ：ここ 10 年間ほど、昭和期の幻灯（ス ライド）文化に関 す る調査研究を 進

め て い ま す 。 幻 灯 に は 写 真 を 映 写 す る タ イ プ と 描 か れ た 画 を 映 写 す る タ イ

プがあり、後者の 画は「幻灯画」と呼ばれ た のですが、第二次 世界 大戦期の

日本で幻灯の 国策教 育・宣伝方面への活 用 が促進された 際に、後 にマンガ、

ア ニ メ 、 絵 本 や 紙 芝 居 な ど 児 童 出 版 美 術 の 分 野 で 活 躍 す る こ と に な る 描 き

手が、多数「幻灯画」を手がけたこ とがわ かってきてい ます。そ れぞれの産

業の規模が小 さく不 安定だった時 期に、「 物語性のある 絵」の 描き手は、映

像 と 出 版 の 境 界 を 越 え て 、 複 数 の 領 域 で 仕 事 を し 、 そ う や っ て 各 分 野 が 発

展してきたこ とが、「 幻灯画」に注 目する ことでクリア に見え てきます。  

Ｙ：ますます のご活 躍を期待して おりま す。  

 



*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

第 102 回「学者アラ ムハラドの見 た着物 」  

 眼の中をお とずれ たもの  

 

途中から原稿 が欠落 してしまった 作品で す。  

 

「 学 者 の ア ラ ム ハ ラ ド は あ る 年 十 一 人 の 子 を 教 え て 居 り ま し た 。 ／ み ん な 立

派なうちの子 どもら ばかりでした 。」とい う書き出しの まえが きがあって 、そ

の塾が「街のは ずれの 楊の林の中に」あるこ ともわかりま す。つづ いて、（一 ）

と（二）の章 があり ますが、（ 二）のあ と のほうの原稿 がない のです。  

 

（一）の塾の場面 で、アラムハラド は、火や 水や小鳥の例 をあげ て、それぞれ

の本来のあり かたを 語ります。その上で 、「人が何と してもそ うしないでい ら

れないことは 一体ど ういう事だろ う。」と 問いかけます 。みんな 一生懸命に考

え て 、 ま ず 、 大 臣 の 子 の タ ル ラ が 「 人 は 歩 い た り 物 を 言 っ た り い た し ま す 。」

と 答 え ま す 。 ア ラ ム ハ ラ ド に 「 け れ ど も 人 に は そ れ よ り も も っ と 大 切 な も の

がないだろう か。」と うながされて、タ ル ラは、さらに「飢饉が やむなら足を

切っても口惜 しくあ りません。」といいま す。そして、ブラ ンダ という子が「人

が 歩 く こ と よ り も 言 う こ と よ り も も っ と し な い で は い ら れ な い の は い い こ と

です。」と 答え、セ ラ ラバアドは 、「人は ほ んとうのいい ことが 何だかを考えな

いでいられな いと思 います。」 と答えま す 。  

 

（二）では、アラムハ ラドと子ども たちは、静かに林の中 へ入っ ていきます。

アラムハラド は、名高 いヴェーッサ ンタラ 大王の徳の話 をしま す。やがて、林

の木の葉がぱ ちぱち 鳴って、雨が 降りは じめます。  

 

（一）につ いては 、「 賢治作品にお ける自 己犠牲主題を 考察す るうえにひと つ

の手がかりを 与える もの」（天 沢退二郎『 新 修宮沢賢治全集 10』解説、1979 年）

と い う 意 見 も あ り ま す が 、 作 品 の タ イ ト ル の こ と を 考 え る と 、 そ れ 以 上 に 気

になるのは、アラム ハ ラドが二度ほ ど眼を つぶったとき に見た 景色です。（一 ）

のおしまい近 くから 。  

 

〈アラムハラ ドは（中 略）自分の室に帰 る途 中ふと又眼を つぶり ました。さ

っ き の 美 し い 青 い 景 色 が 又 は っ き り と 見 え ま し た 。 そ し て そ の 中 に は ね の

よ う な 軽 い 黄 金 い ろ の 着 物 を 着 た 人 が 四 人 ま っ す ぐ に 立 っ て い る の を 見 ま

した。〉  

 

ま え が き の し め く く り に 「 こ の お は な し は 結 局 学 者 の ア ラ ム ハ ラ ド が あ る 日

自 分 の 塾 で ま た あ る 日 山 の 雨 の 中 で ち ら っ と 感 じ た 不 思 議 な 着 物 に つ い て で

あります。」とあ りま すが、雨の 中のこと は読むことが できま せん。書か れな

かったのか、原稿がう しなわれたの か。アラ ムハラドに、いったい 何がおとず

れたのでしょ う。読む ことができな い、この 先に、物語の 完結が用 意されてい

たような気が してな りません。（馬車別 当 ）  



 

（本文の引用 は、『 宮 沢賢治コレク ション ４  雁の童子』によ り ました。）  

 

*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ５６  

*****************************************************************  

 

「 ち が う よ  ち が う よ  ま る で ち が う よ 。 ぼ く の  ほ し い の は  さ い て い る  

はなでなくて  かお にある  はな だよ」  

「ごめん  ご めん。 これは  おお まちが いの  とんち んかん 」  

おおきな  だ るまど んは  あたま を  か きました。  

 

（『 だ る ま ち ゃ ん と て ん ぐ ち ゃ ん 』  加 古 里 子 /さ く ・ え  こ ど も の と も 傑 作

集  福音館書店  1967 年 11 月  p.21）  

 

子どものころ 、何度も 何度も読んで もらい、また自分でも 読んだ 本です。だる

まちゃんがて んぐち ゃんの持って いるよ うなうちわ、ぼうし、げた、鼻が欲 し

いと、うちにい る「お おきな  だる まどん」に訴え、だるま どんが 工夫をして、

だるまちゃん に望み のものを用意 します 。  

 

子どもの私が 好きだ ったのは、ま ずは、て んぐちゃんの おおら かさです。だ る

ま ち ゃ ん が 、 て ん ぐ ち ゃ ん の 持 ち 物 の 真 似 を し て や っ て く る と 、 て ん ぐ ち ゃ

んは「ずいぶ ん  いい もの  みつけ たね」と 必ずほめてく れます。妹を持つ私

は い つ も 妹 が 真 似 を す る の を 嫌 が っ て い た の で 自 分 の 狭 量 に 気 づ き ま し た 。

結末では、だるまち ゃ んはすずめを、てん ぐ ちゃんはとん ぼをつ かまえます。

て ん ぐ ち ゃ ん は だ る ま ち ゃ ん を う ら や ま し が ら ず 、 と ん ぼ を 持 っ て う れ し そ

うにして、だ るまちゃ んの鼻を「い ちばん  いい  はな」だとほめ るところに

は、「すご いなあ。 自 分にはで きな いなあ 」と思いまし た。  

 

また、だるま どんが、だるまちゃん を戒め ることなく、だるまち ゃんの望みを

かなえるため に、必死になるとこ ろも心 に残りました 。「鼻」を「花」と間違

えたときも 、だるま ちゃんを責め るので はなく、謝 り、「おお まちがいの  と

ん ち ん か ん 」 と ユ ー モ ラ ス に 答 え て く れ ま す 。 自 分 の 親 と は 違 う お お ら か さ

をうらやまし く思う とともに、「と んちん かん」という音に何 度 も笑いました 。

そ し て 、 だ る ま ち ゃ ん の 鼻 を お も ち を つ い て 作 る と き に は 、 家 族 総 出 で だ る

まちゃんを応 援しま す。家族のあ たたか さが身に沁み ました 。  

 

もちろん、うちわ、ぼ うし、げた 、花がた く さん並んでい る絵や、だるまどん

の 工 夫 に よ っ て 、 身 の 回 り の も の が 、 て ん ぐ ち ゃ ん の 持 ち 物 と 似 た も の に な

ることの喜び も感じ ましたが、子 どもの頃 の私はそれよ り、親子 関係、友だち

関係に心が向 いてい ました。  

 

今回の「この本読 んだ ？」に登場してく ださ った鷲谷花さ んは、映 画、スライ

ド の 研 究 を さ れ て い ま す が 、 そ の 中 に は 、 か こ さ と し の ス ラ イ ド も 含 ま れ て

い ま す 。 か こ さ と し は 川 崎 な ど で セ ツ ル メ ン ト 子 供 会 活 動 に 参 加 し 、 ス ラ イ



ド や 紙 芝 居 を 演 じ て い ま し た 。 こ れ ら は 子 ど も た ち の 直 接 的 な 反 応 を 元 に 創

作 さ れ て お り 、 彼 の 絵 本 づ く り も そ こ に 原 点 が あ る よ う に 思 わ れ ま す 。 そ う

いう意味で 、『だ るま ちゃんとてん ぐちゃ ん』も子ど もの日常や 思いとぴった

り重なる作品 なのだ と改めて思い ました 。（Ｙ）  

 

*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

絵本作家の近 藤薫美 子さんが、京 都府亀 岡市に 2024 年１月 27 日にオープン

したばかりの「近藤薫 美子・小さなえほん館 ―絵本原画ギ ャラリ ー」に行って

きました。近藤さん の絵本原画が 順次展 示されるスペ ースで す。４月 22 日ま

で開催されて いる「「 はじめまして 」「たね いっぱいわら ったね 」「どん・ぐり

ぞうのおはな し」の 絵本原画展示 」を見 ました。  

 

ギ ャ ラ リ ー の 中 に 入 る と 、 白 い 壁 と 木 の 床 が 原 画 を 引 き 立 た せ て い ま す 。 靴

を 脱 い で あ が る よ う に な っ て い て 、 落 ち 着 い た 雰 囲 気 で 楽 し め ま す 。 １ 階 に

は、クヌギシギゾ ウ ムシのどん・ぐり ぞ うが、「なん でもや」を始めていろい

ろな災難に遭 遇する『 どん・ぐ りぞうのお は なし』（アリス 館  2007 年 12 月）

の原画が展示 されて いました。  

 

２ 階 に は 桜 の 花 が 咲 き 始 め る と こ ろ か ら 次 の 春 が 来 る ま で の 様 子 を 鳥 や 虫 が

「はじめまし て」と見 に来る様子を 描いた『 はじめまして 』（偕成 社  2014 年

12 月）、いろい ろな草 花の種がはじ けたり、飛ばされたり、く っつ いたりする

様子とそれに 反応す る虫や鳥や動 物たち と描いた『たねい っぱ いわらったね 』

（アリス館  1999 年 12 月）の原画が 展示 されていまし た。  

 

絵 本 も い っ し ょ に 展 示 さ れ て い て 、 印 刷 の 様 子 や 文 字 が 入 っ た と き に ど う 変

化するか、ど んな物語 かなどを確か めなが ら見学しまし た。また 、画材には、

色鉛筆やパス テル、水 彩絵の具、ペ ンなどが 使われていて 、原画な らではの微

妙な色の感じ が美し く感じられま す。『は じめまして 』では、桜 の枝のアップ

の絵がリアル で、お花 見に行ったと きのこ とを思い出し ました。また、雪の中

で 葉 を 落 と し て 立 つ 桜 の 木 々 の 風 景 は 奥 行 が 感 じ ら れ 、 自 分 も そ の 中 に い る

ような気持ち になり ました。  

 

『はじめまし て』と『 たねいっぱい わらっ たね』は写実 的とも言 える植物の様

子にやや擬人 化され た生き物が描 かれ、それらが「 びっくり したね」「すごい

んだね」など、たく さ んのことをつ ぶやい ています。自然の 楽し さと、生命の

循環を感じさ せる３ 作で、近藤薫 美子ワ ールドを楽し みまし た。（Ｋ）  

 

近藤薫美子・ 小さな えほん館  Instagram 

https://www.instagram.com/kon.petit.musee/  

 

*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち  第８ 回  

*****************************************************************  

https://www.instagram.com/kon.petit.musee/


第３章  あま んきみ こさん  

その２  現代 の童話 作家  

 

あまんきみこ さん（ 1931 年～）と母宮川 ひ ろ（ 1923～ 2018 年）は 、同人誌『ど

うわ教室』（ 1966 年 4 月創刊）でいっし ょに勉強した 仲間で す。あまんさ ん

は、母より８ 歳年下 ですが、母が 亡くな るまで、 50 年あまり も、ずっと友 だ

ちでいてくだ さいま した。私も、小学生の ころから現在 まで、折 々お目にかか

ることがあり ます。  

 

この連載では 、「 思い 出話」を語 るだけで はなく、私 の出会っ た児童文学作 家

や評論家の仕 事に対 する考察や、さらには 、そこから、現代児童 文学史のとら

え直しも試み ます。 ご愛読くださ い。  

 

前回の配信時 に下記 の誤りがあり ました 。おわびして 訂正い たします。  

データは、す でに修 正してありま す。  

・６ページ  （注） １、  ５行め  

「私達は、『びわの 実 学校』に投稿 してい るのよねえ 。」（誤）  

→「私達は 、『びわ の 実学校』に登 校して いるのよねえ 。」（正 ）  

 

＜本編はこち らから ＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●「出久根育 展  チ ェコからの風  静寂 のあと、光の あさ 」  

会期：開催中 ～３月 ３日（日）  

場所：武蔵野 市立吉 祥寺美術館  

時間： 10： 00～ 19： 30  休館 :２月 21 日、 28 日   入館 料： 有料  

主催：武蔵野 市立吉 祥寺美術館（（公財 ） 武蔵野文化生 涯学習 事業団）  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「こ の本読んだ？」で 紹介 しました『姫とホ モソ ーシャル 』

をプレゼント します 。ご希望の方 は、プレ ゼント応募フ ォーム から、 (1)お名

前  (2)郵便番号・住 所  (3)電話番号  (4)メールアドレ ス、よ ろしければ  (5)

このメルマガ のご感 想をお書きの うえ  ご 応募ください 。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/1GzdaWoDzE4pc7ku8  

締切は３月 11 日（月 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html
http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
https://forms.gle/1GzdaWoDzE4pc7ku8


 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

今回の「行っ てきま した」の取材 は財団 スタッフ３人 で行き ました。周り は

山に囲まれ、 田畑が 広がり、小川 が流れ ています。近 くには 湯の花温泉が あ

り、以前訪れ 、いい お湯だったこ とを思 い出しました 。今度 来たときは、 の

んびり温泉に つかっ て山里の情緒 にひた りたいと思い ながら 帰りました 。

（ＴＡ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html
http://www.iiclo.or.jp/

